
観をみせていたことがわかる。たえす。大火をうけな

江戸時代の火災予防

この瓦版の絵を描いた渓1育英泉の作画期は、文

化末~嘉永(1817-1848)だという。 江戸がまたた くうちに以前をしの ぐ煤況をがら 、このころに、

火災保険のよっくりだしていた、ということは、土蔵の防火ともいえる瓦版が売れるほど、土蔵は

うなもののなかった当H寺のことゆえ、再建のため

どこかにストックされていたと15.えなの資金が、

普及していたのだろうか?

東京海上火災保険(株)発行の「蔵」を見ると、

川添豊著「日本人と蔵」に次のような記述がある0

.‘享保年間(1716-1735)に書かれた新見正刺の

くてはならない。このH寺とばかり、 一躍千金をね

らって、地方から入りこんでくるものもあったで

それだけとはとうてい思えない。最近

の研究によると、少くとも表j百を構えている家の

ほとんどは、被災後も、同じ場所にもとーって商売

あろうが、『むかしむかし物語』によると 、昔は、千石以上

の武士でも、蔵をもつものは稀であり、またよほ

ど裕福な町人か、酒屋が潤蔵を、質屋が質物を入

それにはしていることがあきらかになっている。れる蔵をもっている程度であったが、いまでは五

その普及による効果やはり蔵のはたした役'，IIIJと、百石、七百石の武士で、も、蔵をもたぬものはなく、

が大きかったのではあるまいか。"

この瓦版が発行されたのは、辛保より 100年ほ

町人では、夫婦だけでようやくその日暮らしをし

ど後になるから、商家におけるリスクマネジメン

ているものまで蔵をもっていると書いている。す

でに享保の頃、蔵は、日銭をかせぐ家族経営の零

細企業まで普及していたのである。 広重の ~1'，所

日本橋などの商業

トとして、土蔵とその防火管理はきわめて重要視

されていたに違いない。江戸百景』などをみるならば、

まさに蔵密集地域とよぶにふさわしい景地域は、

鎮
火
用

心
た

し
な
み
種

凡
土
蔵
を
持
し
者
ハ

非
定
の
火
災
の
節
家
財
を
助
る
為
の
設
な
れ
パ

常
々
自
塗
用
心

土
を
煉
置
ベ
ミ
J

事
勿
論
な
れ
ど
も

近
火
の
節
無
人
に
し
て
目
塗
行
届
ず
蔵
を
堕
す
事
あ
り

ホ
油
断
し
て
目
塗
土
間
に
あ
わ
ず
狼
狽
る
こ
ど
あ
り

回
定
は
味
噌
に
て
塗
べ
し

土
も
同
前
に
て
火
気
通
ら
ず

用
心
過
て
蔵
を
落
す
事
あ
り

常
に
何
事
も
な
き
糸
、4
4
f

に
向
ひ

窓
風
穴
の

目
塗
を
し
て
置
ハ

手
、
き
れ
い
に
土
を
少
く
ぬ
り
置
ゆ
へ

猛
火
係
り
て
ハ
土
砕
落
て
火
の
人
事
あ
り

こ
れ
等
ハ
十
五
六
日
間
に
ぬ
り
直
し
置
べ
主
な
り

主
人
た
る
も

の
怠
る
時
ハ

必
愁
ど
な
る
べ
し

す
べ
て
火
急
の
時
節
に
ハ

素
人
に
ハ
目
塗
土
落
て
持
明
ぬ
も
の
な
り

下
ょ
っ
上

へ
ぬ
り
よ
ざ
れ
パ

土
落
る
ど
し
る
べ
し

誤
て
屋
根
よ
り
火
の
入
た
る
節
ハ
早
〈
水
を
注
さ

相
伴
扉
を
ひ
き
荷
物
を
取
出
す
べ
し

さ
れ
パ
兼
て
鍬
釣
瓶
細
曳
を
貯
置

立
退
蔵
の
廻
り

の
火
を
消
す
事
肝
要
な
り

釣
瓶
な
く
ハ

手
桶
に
細
び
き
を
付
て
水
を
扱
べ
き
手
段
を
す
べ
し



。が

で 35
ィ匂

JF〈
骨 J号、ー儲，...' . 



まE
} 十 里民

t 
E 
ODI: 

j民
1咲


